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	風力発電ができた町の話・三重県青山高原等の実例
	～三重県歯科医師・武田恵世氏の講演より（抜粋）～
	青山高原では、低周波音測定のために専門の教授（匿名希望）を招いて調査してもらったことがある。　測定器は事業者が使う簡易的なものではなく、大きな風防を用いたものだった。　調査の結果、ブレードが回転して支柱の前を通過するときに非常に強い低周波音を観測していた。
	その同じ日に、日本気象協会の担当者が簡易測定器で低周波音の測定をおこなっていたが、風の音が大きく測定不能だった。
	こうして業者は測定不能だったものを「低周波はない」とすり替えていく。

